










2015 年 9 月 19 日（土）に，恒例となっている国際学部主催の交換留学生歓迎会が，ボワ
ソナード・タワー 25 階 A 会議室にて開催され，多くの留学生が参加し，学部学生，大学
院生と交流が行われた．
留学生参加予定の六大学野球の応援と重なったため，急遽当初の予定より 1 週早めての
開催になったが，41 名の参加者があった．内訳は，留学生 21 名，日本人学生 16 名，教員
2 名（今泉先生と輿石），職員 2 名（グローバル教育センターの持田さん，国際教養学部担
当の島田さん）である．なお，留学生の学部別の参加者数は，国際文化学部 10 名，法学部
1 名，グローバル教養学部（GIS）3 名，文学部 4 名，経営学部 2 名，大学院情報科学研究
科 1 名であった．国際文化学部の留学生の欠席者が目立ったのが残念ではあるが，会自体は，
学生の主導のもと，和気あいあいとした雰囲気のうちに進行していった．
会の次第を簡単に記すと，（1）Opening Ceremony 14：00 より 20 分程度．学生挨拶，






















1989 年 11 月 9 日、第 2 次大戦後 26 年間にわたりベルリン市を東西 2 つに分断していた「ベ
ルリンの壁」が崩壊して、1 年に満たない翌 1990 年 10 月 3 日、東西両ドイツが再統一した。
その後、今年で 25 年が経つのを機会に、ベルリン在住の映画史研究者で映像作家の Dr. 
Claus Löser を講師として招き、DEFA（旧東ドイツ映画株式会社）が制作した映画の一部





































　1996 年に「ex.oriente.lux ― 東ドイツ実験映画アーカイブ 1976 ～ 1989」を創立、同時に
「Gegenbilder（対立する映像）― 東ドイツにおける映画のサブバージョン」を編集する。
・2004 年　展覧会「ベルリン‐モスクワ / モスクワ‐ベルリン 1950 ～ 2000」映画部門キュ
レーター
・2008 年　DVD「Gegenbilder（対立する映像）― ドイツとアメリカ合衆国」制作
・2009年　ドキュメンタリ 『ー空間の主張 ― DDRにおける展示芸術』（J.Motzとの共同制作）
・2011 年　バーベルスベルク映画テレビ大学で博士号取得、博士論文を 10 月『拒否の戦術』
として出版
・2013 ‐ 2015 年　「ドイツ映画批評協会」諮問委員を務める
筒井　武文（つつい　たけふみ）















































































































































































下は、セミナーに参加した UKPWR 協会の 3 人の住民が指摘した問題点である（共催団体







































だけでなく、年間 226 キログラムの水銀、年間 16,200 トンの SOx、2 万トン以上の NOx、







FIC オープンセミナーの前日、住民 3 名は国際協力銀行（JBIC）と『経済協力開発機構
（OECD）多国籍企業行動指針』日本連絡窓口（NCP）にそれぞれ異議申立書を直接提出
した。異議申立書には、この事業から生活を守ることを目的に設立された地元の住民組織
「UKPWR 協会」の 23 名のリーダーの署名があった。住民らは、同事業が現在および将来
にわたり「生活悪化」と「人権侵害」を引き起こすことから、『JBIC 環境社会配慮ガイド
ライン』と『OECD 多国籍企業行動指針』に違反している点を指摘した。同事業への融資 
を検討中の JBIC に住民との直接対話を通じた問題点の精査、そして、OECD・日本 NCP
に日本企業（伊藤忠と J-Power）への適切な対処の奨励を求めるとともに、改めて同事業
の中止を訴えた。








































それが 2014 年 5 月の大型連休明けから突如膨大な量のメールや電話が寄せられ、月末に
は最初の脅迫状が大学に届いた。右翼系メディアや週刊文春で取り上げられるとその数は













































































































































第 1部では、この 4年間の SJ 国内研修を検討の俎上に載せた。事前学習授業「世界とつ
















会の皆さんなどで、計 25 人ほど。とくに在京飯田高校同窓会の皆さんからは、SJ 国内研
修のプログラムをはじめ、地域活性化や都市・農村間交流に関して、今後の SJ 国内研修の
質の向上にもつながる有意義な情報やアドバイスを頂戴することができた。
終了後の「飯田・下伊那文庫」（学部資料室）見学と懇親会も含めて、本学卒業生も含め
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飯田・下伊那の
「地域おこし協力隊員」と語る SJ 国内研修
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た多くの関係者との交流の場となり、また自分の郷里でもない土地のためにあらゆる情熱
を捧げる若者たちのエネルギーに接することができ、学生たちの将来の進路への参考も含
めて、貴重な機会となった。
なお、本年度の SJ 委員の人数不足を補う形で熊田先生にお手伝いいただき、ありがたかっ
た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●日時：2015年7月4日（土）14：30 ～ 18：15
●会場：ボアソナードタワー 3階 0300
●内容：
　＜第1部＞SJ国内研修を振り返る
・事前学習授業「世界とつながる地域の歴史と文化」の内容
・これまでのSJ国内研修の実施報告
・今秋の第4回SJ国内研修の予定
・法政の実践に対する各地域おこし協力隊員からのコメント
　＜第2部＞地域おこし協力隊の活動を知る
参加者：杉本彩子さん（売木村）／飯野悠子さん（阿南町）／井野春香さん（泰阜村）
・わが自治体の紹介と地域おこし協力隊員としての活動
・会場との質疑応答
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 人の地域おこし協力隊員と司会（左） 日常の活動について語る協力隊員
18120
　「深沢夏衣文学を語る会」は、２０１５年１２月５日（土曜日）に、法政大学市ヶ谷キャ
ンパスの５５年館５６１教室で午後１時３０分から開催された。法政大学国際文化学部と、
『深沢夏衣作品集』刊行委員会との共催である。
　深沢夏衣氏は、昨年７０歳代で死去した在日朝鮮人二世の女性作家である。法政大学の
社会学部を中退し（ちなみに、深沢氏が法政在学中に受講したと思われる教室で、現在も
使われているのは、会場となった５５年館だったと思われる）、長らく出版社に勤務、編集
者、校正者としての仕事を続けた。その傍ら小説家としても活躍。代表作は、「新日本文学
賞特別賞」を受けた『夜の子供』で、これは講談社から出版されている。その後、『群像』、
『千年紀文学』、『地に舟を漕げ』などの雑誌に創作を発表し、在日朝鮮人文学の一角を担う
作家として注目されていた。死去の後、友人・知人等が『深沢夏衣作品集』を編纂し、本年、
新幹社から刊行された。今回の催しは、その作品集の刊行記念を兼ねたものであり、深沢
夏衣文学に関わる４人の発表者と、シンポジウムが行われた。
　高柳俊男氏（法政大学国際文化学部）は、これまでの在日朝鮮人社会と文化の歴史のな
かでの深沢夏衣の位置を語り、小林孝吉氏（社会文学会、千年紀文学会）は、彼女の文学
が在日朝鮮人文学のなか、あるいは日本の現代文学のなかにおいて、どのように位置づけ
られるかについて語った。ぱくきょんみ氏（詩人、和光大講師）は、個人的な関わりと彼
女の作品についての評価を語り、川村湊（法政大学国際文化学部）はそれらを受けて、深
沢夏衣文学が、「帰化」の問題、女性の問題、単独者として生きることの問題（テーマ）と
してあげた。
　シンポジウムにおいては、会場から、詩人の高良留美子氏、小説家の小沢信男氏、近代
文学研究者の渡邊澄子氏らが次々と発言し、活発で、大きく盛り上がった会となった。
　狭い、１００人程度しか収容できない教室だったが、ほとんど満員の状態で、国際文化
学部がこれまで「在日朝鮮人文学・文化・歴史」について、学部の一つのテーマとして追
究し続けてきたことの成果の一端の見られる会であったと思われる。
　なお、会場では資料として川村湊・竹内栄美子・きむふなによる「深沢夏衣論集」が配られ、
新幹社でまとめた深沢夏衣の年譜などをまとめた資料も配付され、また、『深沢夏衣作品集』
（新幹社刊）の販売も行われた。
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